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本研究では，人間の精神衛生の維持に重要である安全基地という概念に注目し，安全基地の要素であ

る安心感と原動力という 2 つの感覚を，ユーザーに対して同時に提供してくれるエージェントについ

て考案した．先行研究において，ユーザーに安心感と原動力という 2 つの感覚を個別に提供してくれ

るエージェントロボットは，数多く開発されている．しかし，ユーザーに，安全基地の定義である安

心感と原動力という 2 つの感覚を同時に提供してくれるエージェントは，現状では存在していない．

そこで，ユーザーに対して，この 2 つの感覚を提供するエージェントを開発し，単一個体で安心感と

原動力を提供するエージェントの方が，それぞれの感覚を個別に提供する複数個体のエージェントよ

りも，ユーザーに冒険心や挑戦心を提供するという仮説について検証を行なった．その結果，実験前

と後に実施したアンケート結果を比較した場合，全ての尺度において，単一個体と複数個体のどちら

も上昇したが，実験前後の変化量の個体数による有意な差は見られなかった．一方で，単一個体か複

数個体のエージェントかということを比較した質問については，単一個体の方が良いという結果が確

認された． 
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